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第九節 「枯れゆく J 宇治の大君一総角巻の求婚拒否と『白氏文集j r婦人苦J-
第九節では、「もの思ひ」に沈みたくないとしながら「思し沈み」、病床に臥していた宇治の大君の最
期に注目した。従来、大君が薫の求愛を拒んだ理由のーっとして、彼女が愛への不信と不安を抱え込ん
だ女君であったことが指摘されている。その愛情の問題はどのような結着をみたのだろうか。「不安」
や「不信感J r絶望」といった言葉で表現されてきた、結婚や愛情をめぐる大君の認識は、彼女が生を
終える瞬間までそのままだったのか、臨終の場面に焦点を当てて検討・分析する必要があるだろう。本
節では総角巻における大君の死の描写「ものの枯れゆくやうにて」に着目し、大君が最期にたどりつい
た認識を読み解いた。まずは平安朝の和歌や物語などの文学作品における「枯る」と死の表現との結び
つきの強度を確認し、この時代の文学作品において「枯る J が死を意味する例は極めて少ないうえに歌
語として用いられていること、また、一般的な「枯る」の用いられ方は「離る」との掛詞であることを
指摘した。これに対して総角巻の表現は、歌語ではなく死を示唆するという点で特異であることをおさ
えた。そのうえで、『白氏文集j r婦人苦」との関連性を検討した。「婦人苦」の詩句「枯死してなお節
を抱く」に注目し、この詩句を大君の「枯れゆく」姿と重ねたとき、その最期の姿には、死してなお変
わらぬ彼女自身の愛情の吐露が認められることを明らかにした。男と女の愛情の永続性を疑いながらも
求めた大君は、ただ絶望するのではなく、せめて自身の変わらぬ心を示してこの世を去ったという解釈
を示した。
第十節 「母」の出家の物語一『夜の寝覚』寝覚の上論一
第十節では、『源氏物語J 以後の物語世界を取り上げ、『夜の寝覚』の女君に注目した。従来、その「母」
としての姿は、欠巻第四部において掘り下げられたと推測され、現存部分では、寝覚の上の成長の契機
にすぎず、表面的な描出にとどまるものとみなされてきた。しかし「母」という面は、出家の問題と深
く関わることを指摘した。具体的には「紳」という表現に注目し、我が子を「終」と捉える寝覚の上が、
出家を決意する場面にはこの表現を用いず、むしろこの時、この語を用いるのは男君であるという特色
を指摘した。さらに、寝覚の上は子供を「緋」としたうえで、子供たち一人一人の対処について熟慮す
ることで、子供たちとは関係を断ち切らずに出家しようと考えていることを指摘した。彼女は、男君を
含む周囲の人々の思惑とは異なる論理のもと、「紳」の問題を解決しようとするのであり、現存末尾の
寝覚の上の姿もこの延長線上にあると考える。その後、欠巻部分において彼女は出家したという。実は、
『源氏物語J は「母」という観点から出家の問題を描くことはない。一方で『落窪物語』、『鯖蛤日記』
には灰見えているが、いずれもその願いは実現できないまま作品が閉じられている。つまり『夜の寝覚』
は、『源氏物語』が扱うことのなかった「母」の出家という問題をとりあげ、『落窪物語』、『崎蛤日記J
の女性達の望みを引き受けるかのごとく、「子」を「粋」として認識したうえで出家を果たす女君の姿
を描出しているのである。さらに残存諸資料から、出家後も子供のために尽力し安らげないでいる彼女
の様子がうかがえることに注目する。『夜の寝覚』は、以前の作品に見出せたような、子供への愛情を
抱えて出家を実行するか否かという葛藤を語る段階にとどまらず、出家を果たしたうえで、子供への情
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愛ゆえに俗世間と再び関わるか否かと葛藤する姿をも描出するのだと言える。そこに、『夜の寝覚』が
「もの思ひ」の「宿世」を持つ女君を中心に据え、恋の物語を語り出すなかで新しく切り拓いていった
「母」の出家の物語における、一つの達成が見られることを論じた。
終章研究の成果と今後の課題
以上、本研究では複数の人々の述懐に注目することで、『源氏物語』の主題の一つを掘り起こし考察
してきた。それによって『源氏物語』が、交流し合い結びついてゆく人々の姿を見つめ、そのありょう
を漢籍や和歌などを用いて多様に描き出そうとする一方で、「もの思ひ」を抱えて独り生きる人間の姿
をも凝視し、突き放すことなくくり返し描こうとする作品であることを明らかにした。そのうえで終章
では、平安時代に生み出された文学作品における『源氏物語J の位置付けを模索するべく、『源氏物語』
以外のいくつかの作品をとりあげて、「もの思ひ」の文学史なるものを粗描した。
『源氏物語』以前の作品では、「もの思ふ」人間の姿を、これまでの生き様を総括するものとして、主
として作品の最後に据えているが、『源氏物語』は、作品の最後に限るのではなく、登場人物それぞれ
の人生の節目にそうした姿を提示することで、普遍的な一つの主題として真正面から追究しようとして
いることを論じた。また『源氏物語』以後の作品では、それ以前とは違って作品の冒頭に「もの思ふ」
人聞が登場し、その内実が具体的に語り出されることで興味をかきたてる形となっており、大きな変化
が生じていること、こうした変化は『源氏物語』と深く関わっていることを指摘した。『源氏物語』に
おいて「もの思ひ」を抱える人聞を「追究」する姿勢が、『夜の寝覚』や『とりかへばや物語J の冒頭
の「方法」を導き出したのだと言える。よって、「追究」に尽力し「方法」を脹胎する『源氏物語J は、
「もの思ひ」の文学史において、前代を継承・発展し後代の萌芽たるものとしてあるという点で、まさ
に一つの基点をなす作品として位置付けられる、という把握を提示した。
論文審査結果の要旨
本論文は、平安時代の文芸の表現史を捉える展望に立って、『源氏物語』の主題、特質を考察した論
考である。研究史を周到にふまえつつ、物語の本文を細部にわたって丹念に読み解くなかで、物語内部
の用語、表現の連関を的確に見出すとともに、先行する物語、漢詩文、和歌の表現、構想、との重なりと
そこからの希離を精綴に捉え出し、登場人物の関係性の綾と心情の機微を明らかにして、『源氏物語』
を、纏綿する「もの思ひ」に人間の本質を認め、この纏綿する心それ自体を描き出した物語であると規
定している。論文全体は、序章、終章を含め、四章十節から構成されている。
第一章は、登場人物の関係性の綾を捉え出す五節の考察から成る。第一節は、若紫巻での光源氏と紫
上のかかわりの始動が、『史記』、『漢書』に見られる司馬相如と卓文君の故事の琴弾奏の場面に支えら
れていることを指摘し、第二節では、若紫巻で光源氏が紫の上を「教へ」いそぐのは、幼い紫の上を女
性として遇し、引き取ることへの強い違和感 (1 うたて」との思い)に起因することを論ずる。第三節は、
末摘花巻の末摘花と光源氏との装束の贈答において、「紅の涙」を意識した、両者の真情と駆け引きが
認められることを明らかにし、第四節では、『源氏物語J が、『史記j 1日不章列伝」を支えにして、明
石の姫君が継母、紫の上の養女となって立后するに至る特異な階梯を描いていることを論じ、第五節は、
「たぐひなし」という形容語に着目し、光源氏にとって、紫の上が藤壷と同等の存在となる経緯を明確
に跡づけている。第二章は、登場人物の心の機微を論ずる五節の考察から成る。第六節は、朝顔巻での
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『竹取物語』の受容を指摘して、藤査とかぐや姫との緊密な結びつきとともに、両者の対照性を明示し
て、苦悩や葛藤自体に人間存在の本質を認める『源氏物語』の特質を提示している。同様の特質の提示
は、以後の節でもなされており、第七節は、若菜上・下巻の紫の上と光源氏との関係に、二人妻説話の
話型を見出すとともに、そこからの希離を捉えて、紫の上の苦悩が示されることを重要視する。第八節
では、御法巻の紫の上の死に、『竹取物語』のかぐや姫の昇天との重なりと差異を見出し、紫の上が抱
く「あはれ」の思いの意義を指摘する。第九節では、総角巻の宇治の大君の死の表現が『白氏文集j r婦
人苦」をふまえていることを論じ、その表現のうちに、愛情を基軸に交錯する大君の真情が込められて
いることを明らかにしている。第十節では、『夜の寝覚』が、寝覚の上の母としての出家を描いている
ことの意義を論述するとともに、母の出家ということを記さずに、苦悩に帰結する『源氏物語』の世界
の特質を照射している。終章でも、平安文芸における「もの思ひj の表現の史的展開に論及して『源氏
物語』の位置づけを提示する重要な指摘を行っている。
以上のように、鋭く的確な着眼、着想、をもとにして堅実な論証を積み重ね、『源氏物語』の主題、特
質を明示した本論文の指摘はきわめて説得的であり、そのすぐれた成果が斯学の発展に寄与することは
疑いを容れない。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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